絵を読む
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１学期の授業は、「情報のやり取り＝コミュニケーション」として捉え、情報のやり取りがどのように成立しているのか、実習をしつつその背景を探りました。
1 配列パズル
→情報を正確に伝えることの難しさについて考えました。
　（発信者としての力の有無）
2 宇宙人発見！
→同じ言葉でも受け取ってもらえる人ともらえない人がいるのはなぜか。
　（情報を受信してもらえる条件とは？）
以上が前回までの話。今回からは、

3 絵を読む

→情報を受け取る能力。
　（受信者としての力の有無）
について考えて行きます。この３回で１セットのつもりです。

あなたには情報を読む力があるでしょうか？1枚の絵を手掛かりにして様々な例を見ていきますので、今回はWordを立ち上げて、気がついたことを打ち込みながら実習に取り組んで下さい。
これから１枚の絵を見せます。

画家の名前は、伏せておきましょうか。

発問：あなたはこの絵からどれだけのことが読み取れますか？
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これはどんな場面でしょうか？

この絵の焦点は誰？

初めて会った場面？それとも再会した所？

男はどれくらい不在だったのか？

右の男の子は笑顔だけれど、女の子の方の表情はちがいます。

→なぜでしょうか？

何年くらい前の絵かな？国は？

「先生、床が板です！」とか、目に見えることは不要です。

見えないつながりを読んで下さい。
仮にこの絵をコンピュータに見せても、コンピュータにはそういう内容は読み取れません。ファイルサイズがいくら、絵のサイズが何ピクセルかということしか表示しないでしょう。

これがヒトとコンピュータの異なる点です。
小さい子には読み取れないと思います。もちろん、経験が足りないから。ぼくは高校生なら読み取れるのではないかと思うのだけど、いかがでしょうか。

　

Wordに打ち込んで授業の終わりに提出して下さい。
追記：

1） ヒトはなぜ「地図」を必要とするのでしょうか？

（航空写真が撮れる時代になっても、それを手で書き写す意味とは？）

2） 記憶喪失になると困るのはなぜでしょうか？

（まわりの事物も自分の体も、見かけ上は何も変わりません）
